
（様式－１ 表紙） 

 

 
 
１ 調査名称：ＬＲＴ導入可能性調査業務 

 

 

 

２ 調査主体：静岡市 

 

 

３ 調査圏域：静岡市都市計画区域 

 

 

４ 調査期間：平成２４年７月５日 ～ 平成２５年３月２５日 

 

 

５ 調 査 費：  ２７，９００千円（当年度までの合計：２７，９００千円） 

（総合都市交通体系調査） 

 

 

６ 調査概要： 

静岡市では、平成２３年度に静岡市ＬＲＴ導入研究会を開催し、１２月には「静

岡市へのＬＲＴ導入に関する提言書」をとりまとめ、市長に報告を行った。 

本提言書では、静岡市の将来の交通ネットワークや効率的な都市経営、効果的な

都市基盤整備等を見据え、ＬＲＴの導入及び「静岡型コンパクトシティ」の実現の

必要性が示されるとともに、「需要の確保」、「都心部への自動車流入抑制」、「静

岡鉄道との結節」、「ＪＲ横断及び静岡駅、清水駅との結節」など、ＬＲＴ実現に

向けての課題が解決されたルートから、導入に向けて取り組むとの考えが示され、

ＬＲＴの実現に向けては市民の合意が不可欠であり、その上で、市民・経済界・鉄

道事業者・市それぞれが役割を踏まえ、一体となって連携・協力することが必要で

あるとしている。 

本業務は、研究会で示されたこれら課題を踏まえ、課題解決の検討を深度化する

とともに、事業実現化に向け、運行計画、路線・施設計画等や、施設設計の基本仕

様の検討により、ＬＲＴ基本計画を策定する。また、関連事業の検討とあわせて、

施策パッケージの検討により、ＬＲＴ整備計画案を策定することを目的とする。 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

 Ⅰ 調査概要 

 

１ 調査名 平成 24 年度 交委第 7号 ＬＲＴ導入可能性調査業務 

 

 

２ 報告書目次 

 
Ｉ．ＬＲＴ基本計画（案） 

概要版 

 
本編 

1. ＬＲＴ計画に関わるこれまでの経緯 

2. 静岡市の都心地区まちづくり戦略 

3. まちづくりと交通の現状と課題 

4. ＬＲＴ導入の必要性 

5. ＬＲＴ導入の基本仕様 

6. ＬＲＴ導入により期待される効果 

7. 関連事業計画 

8. ＬＲＴ導入推進への取り組み 

 

資料編 

 

Ⅱ．施設設計の基本仕様検討 

１．施設の基本仕様の検討 

基本方針及び条件設定 

各施設の基本仕様の検討 

２．静鉄との意見交換会 

 

Ⅲ．関係者協議・協議資料作成 

１．静岡市静岡地区ＬＲＴ導入協議会 

第１回 静岡市の現状とＬＲＴ導入の必要性 

第２回 静岡地区におけるＬＲＴのルート設定と利活用による導入効果 

２．静岡市清水地区ＬＲＴ導入協議会 

第１回 静岡市の現状とＬＲＴ導入の必要性 

第２回 清水地区におけるＬＲＴのルート設定と利活用による導入効果 

 

Ⅳ．住民意見反映・住民合意のための取り組み 

１．シンポジウムの開催 

静岡地区 『公共交通が「まち」「生活」を変える』 

清水地区 『まちの活性化と公共交通』 

２．市民への意見聴取 

 

Ⅴ．参考資料 

 
Ⅵ．図面 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

３ 調査体制 

 

調査業務のため、静岡市から業者への委託という形で実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 委員会名簿等： 

 

静岡地区及び清水地区でそれぞれ協議会を組織し、協議会での審議をおこなった。 

なお、本協議会での審議は平成25年度も継続する予定となっている。 

 

 

 

静岡市都市局交通政策課 

中央復建コンサルタンツ株式会社 



 

 
 

 



 



（様式－３ａ 調査成果） 

 Ⅱ 調査成果 

 

１ 調査目的 

静岡市では、平成２３年度に静岡市ＬＲＴ導入研究会を開催し、１２月には「静

岡市へのＬＲＴ導入に関する提言書」をとりまとめ、市長に報告を行った。 

本提言書では、静岡市の将来の交通ネットワークや効率的な都市経営、効果的な

都市基盤整備等を見据え、ＬＲＴの導入及び「静岡型コンパクトシティ」の実現の

必要性が示されるとともに、「需要の確保」、「都心部への自動車流入抑制」、「静

岡鉄道との結節」、「ＪＲ横断及び静岡駅、清水駅との結節」など、ＬＲＴ実現に

向けての課題が解決されたルートから、導入に向けて取り組むとの考えが示され、

ＬＲＴの実現に向けては市民の合意が不可欠であり、その上で、市民・経済界・鉄

道事業者・市それぞれが役割を踏まえ、一体となって連携・協力することが必要で

あるとしている。 

本業務は、研究会で示されたこれら課題を踏まえ、課題解決の検討を深度化する

とともに、事業実現化に向け、運行計画、路線・施設計画等や、施設設計の基本仕

様の検討により、ＬＲＴ基本計画を策定する。また、関連事業の検討とあわせて、

施策パッケージの検討により、ＬＲＴ整備計画案を策定することを目的とする。 

 

２ 調査フロー 

 調査フローを以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 調査フロー 

 

（１） ＬＲＴ基本計画（案）の作成 
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○市民・経済界・鉄道事業者・市の 

それぞれの役割を踏まえた一体と

なった連携、協力の必要性 

○静岡地区、清水地区において解決 

が必要な課題 

○静岡鉄道の施設を有効活用する 

効果（乗り入れ等） 

１．ＬＲＴ化の基本方針の取りまとめ 

２．需要予測 

３．運行計画 
①運行サービスの検討 

②静岡鉄道との乗り入れ

の検討 

４．路線・施設計画 
①静岡鉄道との接続の検討 

②ＪＲとの結節の検討 

③ＪＲ横断の検討 

④停留所計画 

⑤導入空間の検討 

⑥地下埋設物の調査と対策

の検討 

⑦計画図の作成 

⑧概算事業費の算出 

７．事業採算性の検討 

５．関連事業計画 
○交通関連事業 

・自動車の流入抑制施策 

・歩行者ネットワーク施策 

・公共交通利便性向上施策 

○観光関連事業 

○商業関連事業 

○都市計画関連事業 

                等 

６．事業スキームの検討 

８．整備効果の検討 

（２） 施設設計の基本

仕様検討 

 

（３） 

１．基本方針及び

条件設定 

２．各施設の基本

仕様の検討 
①軌道施設 

②電停施設 

③車両基地 

④運転保安設備 

⑤変電所等設備 

⑥電路設備 

⑦交通信号処理 

⑧車両 

３．鉄道事業者との

意見交換 

ＬＲＴの導入と、その沿線でのまちづくり施策の実施による、「静岡型コンパクトシティ」の実現 
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３ 調査圏域図 

当業務では、静岡都心と清水都心とを接続する基幹的な公共交通としてＬＲＴの導入

検討を行うものであり、調査対象圏域は、静岡都心地区（葵区、駿河区）、清水都心地

区（清水区）及び幹線公共交通軸である静岡鉄道沿線地区とする。 

 

 

 

図-2 調査対象地区 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

４ 調査成果 

 

(1) ＬＲＴ基本計画（案）の作成 

平成 23 年度の研究会成果を踏まえ、事業の実現化に向けた課題解決の方策等につ

いて検討し、下記のとりまとめを行った。 

これにより、静岡市におけるＬＲＴ導入の考え方（素案）としてとりまとめた。 

また、本素案を協議会に提示し、協議会で審議した。 

 

○静岡市が目指すまちづくりと交通のすがた 

静岡市におけるまちづくり、交通の現状と問題点や上位計画を踏まえ、都市整備、

交通ネットワーク、関連する産業・経済における課題を抽出し、その解決に向け、静

岡市が目指すまちづくりと交通のあり方を示した。 

○静岡市にふさわしい基幹公共交通としてのＬＲＴ 

都心内を回遊できる基幹となる公共交通、また、各都心間を結ぶ基幹となる公共交

通の必要性と考え方を示し、さらに、それらが連携し、一体となった交通ネットワー

クの必要性を示した。 

○静岡都心、清水都心におけるＬＲＴの必要性 

静岡都心（葵区、駿河区）と清水都心（清水区）におけるまちづくりと交通の現状

を踏まえたＬＲＴの導入の必要性を示した。 

○ＬＲＴ導入の考え方 

静岡都心（葵区、駿河区）と清水都心（清水区）におけるルート設定の基本的な考

え方とそれから導かれたルート（葵ルート、駿河ルート、清水ルート）の概要を示し

た。また、導入に向けた課題を示した。 

○導入に向けての課題とその解決策及び効果的な導入に向けた考え方 

課題の解決方策及び具体的な施策（案）、また、更なる効果的な LRT 導入を目指し

た具体的な施策（案）を示した。 

○ＬＲＴ導入により期待される効果 

ＬＲＴの導入により、市民生活がどのように変化するのか、ＬＲＴの整備効果につ

いて示した。 

○今後の取り組みの考え方 

ＬＲＴの導入に向けて、今後、誰が、どのように取り組むかの考え方を示した。 

 



 

 
 

 



 
 

 



 
 

 
 

 



(2) 施設設計の基本仕様検討 

ＬＲＴの施設（軌道施設、電停施設、車両基地、運転保安設備、変電所設備、電路

設備、交通信号処理、車両）について、基本仕様をとりまとめた。本検討は静岡鉄道

との 7回の意見交換を踏まえとりまとめた。 

また、平成 23 年度の研究会で検討課題となっていた静岡鉄道との結節の方策につ

いても具体的な解決方策の検討を行った。 

 

 

 
図 静岡鉄道との意見交換の開催経緯 

 



 
図 新静岡駅における静岡鉄道との結節方策 

 
図 新清水駅における静岡鉄道との結節方策 

 



(3) 関係者協議・協議資料作成 

ＬＲＴ導入可能性調査業務の実施に当たり、静岡地区及び清水地区におけるＬＲＴの

導入に係る課題とその対応策について、関係者から意見を聴くため、静岡市静岡地区Ｌ

ＲＴ導入検討協議会及びを静岡市清水地区ＬＲＴ導入検討協議会設置した。 

各種検討結果を反映させた協議会資料作成や協議会の運営補助を行った。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(4) 住民意見反映・住民合意のための取り組み 

静岡市の公共交通のあり方、ＬＲＴ導入についての考え方等について市民に情報提供

を行うと共に、今後の住民との合意形成に向けて、住民との議論や意見反映の場とする

こと目的に公共交通シンポジウムを２回開催した。 

 

 

   
 

   
 

 



また、とりまとめたＬＲＴ導入に関する考え方（素案）について、以下の方法により

意見聴取を行った。 

 

調査方法：ウェブ上に調査ページを作成し、以下の２通りの方法で回答を収集 

方法① ウェブメールにて静岡市民 1,015 人に配信 

方法② 静岡市のホームページに調査ページのリンクを貼り付け 

調査期間：平成 25 年 3 月 15 日（金）～22 日（金） 

調査対象：主として静岡市民（ただし、全国の回答も回収対象とする。） 

回収数 ：444 人  方法① 400 人、方法② 44 人 

（静岡市内 428 人 静岡市外：9人 静岡県外 7人） 
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ＬＲＴの導入と共に、ＰＴＰＳ（公共交通優先信号）を導入することで、公共交通での移動時間が短縮される

ＬＲＴの停留所を駅前広場に整備することにより、鉄道とＬＲＴの利便性の高い乗換えができる

バスとＬＲＴが同一ホームで乗換えできる

駅の近くに駐車場が整備され、自動車とＬＲＴの利便性の高い乗換えができる

駅の近くに駐輪場が整備され、自転車とＬＲＴの利便性の高い乗換えができる

ＬＲＴに自転車を乗せて移動することができる。

ＬＲＴの沿線で住宅（戸建、マンション等）を取得する場合に補助金を受け取れる

高齢者の場合、ＬＲＴ沿線の集合住宅に優先的に入居できる

１枚のＩＣカードで、市内すべての公共交通を利用できる

ＬＲＴと他の公共交通を利用する場合、運賃が割引になる

運転免許証を返納することにより、公共交通の年間パスがもらえる

通勤定期券１枚で、家族も土・日・祝日に割引運賃で利用できる

ＬＲＴに乗る事で、市内の商業施設等で利用できるポイントがたまる

ＬＲＴの沿線でイベントを実施し、スタンプラリーやイベント車両の走行等を楽しむことができる

あてはまるものはない

魅力のあるＬＲＴの利便性向上・利用促進策 %
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